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研究目的

東京・北京オリンピック・パラリンピックに参加したアスリート並びに競技団体の強化委員が、コロナ
禍という特殊な環境の中で実践したコンディショニング方法や各国の選手団が大会直前の事前合
宿で実践コンディショニング方法を抽出し最適なコンディショニング方法について詳しく分析すること
を目的としている。

研究対象者 東京・北京オリンピック・パラリンピックに参加したアスリート並びに競技団体の強化委員、事前合
宿を受け入れた自治体担当者

研究概要

対象者は、「コンディショニングに関する調査アンケート」に回答した東京・北京オリンピック・パラリン
ピックに出場した選手（118名、調査1・3）、各競技団体の強化委員（44名、調査2・4）と
「東京大会事前キャンプ地における諸外国のコンディショニング調査アンケート」に回答した自治体
の職員（26名、調査5）である。データ分析は、統計処理によってコンディショニングの成功例や
各国の選手団が大会直前の事前合宿で実践コンディショニング方法を抽出し、最適なコンディ
ショニング方法について詳しく分析し、競技特性に対応したコンディショニング方法の策定を目指
す。

研究に用いる情報の種類

調査1・2・3・4 属性について、オリンピック・パラリンピックの成績と実力発揮について、コンディショ
ニングについて、大会期間中の体調について、新型コロナウイルスによる影響について、新型コロナ
ウイルスのワクチン接種について、HPSC/JISSによるサポートについて 調査5 基本情報（自治
体名等属性、チームの情報）、チームが実施したコンディショニング（トレーニング、宿泊、食事、
医療機関等）について、新型コロナウイルス関連について。  なお、調査1・５で収集したデータは
回答者が特定できないように氏名が匿名加工処理され、調査2・3・4で収集したデータには個人
が特定される情報（氏名・年齢・性別）は調査項目に含まれていない。
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